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元
禄
期
。
徒
然
草
注
釈
史
の
上
で
は
こ
の
時
期
迄
に
、
秦
宗
巴
、
林
羅
山
、
松
永
貞
徳
、
加
藤
磐
斎
、
清
水
春
流
、
北
村
季
吟
、
南
部
草
寿
、
山

岡
元
隣
、
高
田
宗
賢
、
釈
恵
空
、
岡
西
惟
中
等
々
、
鉾
々
た
る
顔
触
れ
が
十
余
抄
の
注
釈
を
世
に
問
て
お
り
、
し
か
も
貞
享
末
年
に
は
、
そ
れ
等
を

集
大
成
し
た
浩
翰
な
る
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
二
十
巻
（
浅
香
久
敬
編
）
が
既
に
用
意
さ
れ
て
い
て
、
幕
初
以
来
急
激
な
展
開
を
遂
げ
て
き
た
徒
然

草
の
考
究
も
、
こ
の
時
期
は
漸
く
安
定
期
に
入
っ
た
と
見
え
る
。
内
藤
忠
明
『
内
安
録
』
（
『
温
知
叢
書
』
第
三
巻
所
収
）
に
は
、
大
田
南
畝
が
塙

（
マ
マ
）

保
己
一
に
、
「
徒
然
草
の
『
諸
集
大
成
』
は
、
よ
く
委
敷
注
を
書
た
る
も
の
に
て
、
見
る
に
よ
き
も
の
と
存
候
、
い
か
ゞ
」
と
問
た
所
、
保
己
一
が
、

「
徒
然
草
を
書
た
る
兼
好
は
、
『
諸
集
大
成
』
に
書
た
る
程
は
も
の
は
知
る
ま
じ
き
」
と
答
え
た
と
い
う
逸
話
が
載
る
が
、
か
く
の
如
く
『
諸
抄
大
成
』

は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
永
く
斯
界
の
権
威
で
あ
り
、
ま
た
象
徴
た
り
得
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
諸
抄
大
成
』
を
越
え
ん
と
す
る
試
み
が
江
戸
時

代
に
お
い
て
全
く
為
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

ふ
し
ゅ
う
し

京
都
の
書
陣
上
村
次
郎
右
衛
門
が
見
舟
子
閑
寿
の
『
徒
然
草
集
説
』
十
五
巻
を
擁
し
、
『
諸
抄
大
成
』
に
競
合
せ
ん
と
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
、

元
禄
十
四
年
秋
の
事
で
あ
っ
た
。
『
集
説
』
の
板
下
は
こ
の
時
既
に
完
成
し
、
上
村
は
次
の
工
程
に
取
り
掛
か
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

『
諸
抄
大
成
』
板
元
四
陣
は
こ
れ
を
黙
許
し
て
過
ご
さ
ず
、
『
集
説
』
を
『
諸
抄
大
成
』
の
類
板
と
し
て
、
現
代
で
い
う
著
作
権
侵
害
訴
訟
を
、
時
の

書
林
行
事
へ
起
こ
す
事
に
な
る
。
こ
の
提
訴
は
一
部
認
め
ら
れ
、
『
集
説
』
は
上
村
と
『
諸
抄
大
成
』
板
元
四
陣
の
相
板
と
い
う
形
で
漸
く
板
行
に

ふ
し
ゅ
う
し

鳥
岱
舟
子
閑
寿
は
青
木
鷺
水
に
非
ず
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漕
ぎ
着
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
当
の
上
村
は
『
集
説
』
か
ら
撤
退
し
、
結
局
は
『
諸
抄
大
成
』
板
元
が
そ
の
板
権
を
ほ
ぼ
完
全
に
手
中
に
収

め
る
事
と
な
る
。
こ
の
事
件
の
内
容
、
そ
し
て
そ
れ
が
以
後
の
注
釈
史
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
以
前
に
も
述
べ
た
事
が
あ
る
の
で
今
は
細
叙

し
な
い
が
、
か
か
る
経
緯
が
板
元
の
営
業
方
針
に
も
微
妙
な
影
響
を
落
と
し
た
も
の
か
、
『
諸
抄
大
成
』
が
そ
の
後
も
後
印
を
繰
り
返
さ
れ
た
ら
し

い
の
に
比
し
て
、
『
集
説
』
は
そ
の
伝
存
部
数
も
『
諸
抄
大
成
』
に
比
し
て
極
め
て
僅
少
で
あ
り
、
由
来
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
遂
に
『
諸
抄
大
成
』

以
上
の
評
価
を
得
る
事
は
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
。

か
く
し
て
長
い
間
、
文
学
史
に
埋
没
し
て
い
た
『
集
説
』
で
あ
っ
た
が
、
閑
寿
の
考
説
を
特
色
あ
る
も
の
と
認
め
、
現
今
の
徒
然
草
研
究
に
も
資

す
べ
き
多
く
の
価
値
が
あ
る
と
指
摘
し
た
の
は
、
元
禄
か
ら
は
遠
く
隔
た
っ
た
昭
和
初
期
の
、
重
松
信
弘
「
徒
然
草
研
究
史
（
一
）
」
（
「
国
語
と
国

文
学
」
・
昭
和
四
年
六
月
）
が
恐
ら
く
そ
の
最
初
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
、
田
辺
爵
『
徒
然
草
諸
注
集
成
』
（
昭
和
三
十
七
年
）
に
お
い
て
も
、

『
集
説
』
が
実
証
的
な
態
度
に
裏
付
け
ら
れ
た
優
れ
た
研
究
書
で
あ
る
と
の
評
価
が
下
さ
れ
、
閑
寿
の
卓
説
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
も
し
た
の
で
あ
る

が
、
『
集
説
』
の
近
世
文
学
史
に
お
け
る
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
未
だ
詳
述
さ
れ
た
も
の
を
知
ら
な
い
。
閑
寿
の
伝
に
つ
い
て
も
又
、
こ
れ
ま
で

殆
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
唯
だ
こ
の
『
集
説
』
の
他
に
、
兼
好
の
伝
記
『
兼
好
諸
国
物
語
』
（
六
巻
六
冊
、
宝
永
三
年
刊
）
、
自
撰
歌
集
『
し

ら
ず
よ
み
の
歌
反
古
』
（
一
巻
一
冊
、
享
保
九
年
写
）
の
著
が
あ
る
事
、
ま
た
北
村
季
吟
編
と
伝
え
ら
れ
る
『
岩
つ

A
じ
』
（
二
巻
二
冊
、
正
徳
三
年

刊
）
の
梓
行
に
関
与
し
て
い
る
事
、
そ
し
て
、
彼
を
俳
諧
点
者
・
浮
世
草
子
作
者
等
と
し
て
名
の
知
ら
れ
る
青
木
鷺
水
と
同
一
視
す
る
見
解
が
江
戸

時
代
以
来
行
わ
れ
て
い
た
事
、
等
と
い
っ
た
諸
点
が
知
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。

私
見
に
拠
れ
ば
、
『
集
説
』
は
、
元
禄
期
以
前
の
古
典
注
釈
と
し
て
は
画
期
的
な
考
説
を
多
く
含
む
、
高
田
宗
賢
『
徒
然
草
大
全
』
（
延
宝
五
年
刊
）

注
3

の
流
れ
を
汲
む
注
釈
書
で
あ
り
、
元
禄
期
の
京
都
地
下
和
学
が
到
達
し
て
い
た
高
度
を
知
る
上
で
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
考
え
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
論
は
ま
た
別
稿
に
て
開
陳
す
る
事
と
し
て
、
本
稿
で
は
一
先
ず
、
抑
も
閑
寿
が
如
何
な
る
人
物
で
、
ま
た
如
何
な
る
学
問
的
背
景

を
持
っ
て
い
た
か
と
い
う
事
を
検
証
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
そ
こ
で
、
彼
の
伝
の
中
で
は
最
も
注
目
さ
れ
る
問
題
、
青
木
鷺
水
同
一
人
物
説
の
是

非
を
軸
に
、
こ
の
問
題
を
考
察
し
て
行
く
事
と
す
る
。
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閑
寿
と
鷺
水

閑
寿
を
青
木
鷺
水
と
す
る
説
の
淵
源
は
、
ど
う
や
ら
江
戸
時
代
の
書
籍
目
録
の
記
載
に
あ
る
ら
し
い
。
正
徳
五
年
刊
『
書
籍
目
録
大
全
』
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

十
五
上

村

つ

れ

／

＼

草

集

説

鷺

水

二

十

目

吉
田

上
段
右
端
の
「
十
五
」
と
い
う
の
は
『
集
説
』
の
巻
冊
、
「
上
村
」
「
吉
田
」
は
板
元
を
代
表
す
る
二
名
、
即
ち
上
村
次
郎
右
衛
門
と
吉
田
四
郎
右

衛
門
で
、
以
下
書
名
、
著
者
、
値
段
の
順
で
記
載
さ
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
明
ら
か
に
、
著
者
は
「
閑
寿
」
で
は
な
く
「
鷺
水
」
と
さ

れ
て
い
る
（
猶
、
小
川
武
彦
編
『
青
木
鷺
水
集
』
別
巻
（
平
成
三
年
刊
、
ゆ
ま
に
書
房
）
所
載
の
「
年
譜
」
に
拠
れ
ば
、
宝
永
六
年
板
『
書
籍
目
録
』

に
も
同
じ
記
述
が
あ
り
と
す
る
が
、
未
見
）
。
そ
し
て
こ
の
「
鷺
水
」
を
青
木
鷺
水
と
同
定
し
て
い
る
事
が
明
確
に
知
ら
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
時

代
も
下
る
天
保
九
年
刊
『
誹
家
大
系
図
』
が
そ
の
最
初
で
あ
る
。
こ
こ
で
青
木
鷺
水
は
、
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
、
そ
の
著
す
所
は
井
原
西
鶴
に
も

劣
ら
ぬ
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
た
著
述
書
の
中
に
は
、
「
徒
然
草
集
説
」
の
名
を
は
っ
き
り
と
確
認
す
る
事
が
出
来
る
。
該
当
箇

所
は
次
の
通
り
。

ウ
キ
ヨ

青
木
氏
。
通
称
詳
ナ
ラ
ズ
。
歌
仙
堂
卜
号
。
又
白
梅
園
・
三
省
軒
ノ
敷
号
ア
リ
。
弱
冠
ヨ
リ
オ
智
衆
人
二
秀
テ
、
殊
二
俗
事
ノ
文
詞
二
妙
ヲ
得

テ
、
著
ス
所
ノ
冊
子
、
井
ノ
西
霜
ニ
モ
劣
ラ
ズ
。
家
書
、
〔
誹
諧
新
式
〕
〔
誹
諧
指
南
〕
〔
誹
諧
良
材
〕
〔
糸
屑
増
補
〕
〔
万
歳
楽
付
合
〕

〔
万
菓
恨
名
遣
〕
〔
春
の
も
の
〕
〔
徒
然
草
集
説
〕
〔
故
事
要
言
〕
等
ア
リ
。
没
ス
ル
年
詳
ナ
ラ
ズ
。
『
家
譜
』
二
、
「
享
保
十
八
年
癸
丑
三

月
廿
六
日
没
、
行
年
七
十
六
」
ト
ア
レ
ド
モ
、
オ
ボ
ッ
カ
ナ
シ
。

さ
て
、
鷺
水
は
俳
諧
点
者
と
し
て
や
、
ま
た
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
有
し
て
い
た
と
思
し
き
そ
れ
な
り
の
名
声
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
頃
の
同
様
な

文
筆
活
動
の
傾
向
を
持
っ
た
作
家
達
と
同
様
、
今
―
つ
伝
の
詳
か
で
な
い
人
で
あ
る
が
、
閑
寿
と
の
比
較
の
都
合
上
、
そ
の
伝
の
知
れ
る
所
を
極
＜

大
雑
把
に
も
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
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先
ず
そ
の
生
没
年
に
関
し
て
。

『
誹
家
大
系
図
』
後
半
に
『
家
譜
』
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
『
誹
諧
家
譜
』
（
宝
暦
元
年
刊
）
で
あ
る
事

は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
が
、
『
誹
家
大
系
図
』
は
こ
の
「
享
保
十
八
年
癸
丑
三
月
廿
六
日
没
、
行
年
七
十
六
」
と
い
う
『
誹
諧
家
譜
』
記
載
の
鷺

水
の
没
年
月
日
を
、
「
オ
ボ
ッ
カ
ナ
シ
」
と
記
す
。
し
か
し
後
述
す
る
鷺
水
の
著
述
活
動
の
時
期
か
ら
推
断
す
れ
ば
、
彼
は
享
保
の
末
を
そ
う
下
ら

な
い
時
期
に
没
し
た
と
考
え
て
無
理
は
な
い
よ
う
で
あ
り
、
一
応
、
『
誹
諧
家
譜
』
の
享
保
十
八
年
没
、
七
十
六
歳
と
い
う
記
事
を
信
用
し
て
逆
算

す
れ
ば
、
そ
の
生
年
は
万
治
元
年
と
い
う
事
に
な
る
。

次
に
そ
の
著
述
活
動
に
関
し
て
。
鷺
水
の
そ
れ
は
、
主
に
俳
諧
点
者
と
し
て
活
動
し
た
元
禄
期
と
、
浮
世
草
子
作
者
と
し
て
活
動
し
た
宝
永
期
に

大
き
く
二
分
さ
れ
る
と
言
っ
て
良
い
。
こ
こ
で
は
便
宜
上
、

鷺
水
の
主
要
な
著
述
を
年
代
順
に
並
べ
て
み
る
。

『

こ

ん

な

事

』

元

禄

四

年

刊

俳

諧

撰

集

『

春

の

物

』

同

五

年

刊

同

『
誹
諧
寄
垣
諸
抄
大
成
』
同
八
年
刊

『

手

な

ら

ひ

』

同

九

年

刊

『

誹

諧

指

南

大

全

』

同

十

年

刊

『
誹
諧
良
材
集
』

同

十

年

刊

『

誹

諧

大

成

新

式

』

同

十

一

年

刊

『

万

葉

仮

名

遣

』

同

十

一

年

刊

『
誹
諧
節
用
集
』

同

十

三

年

刊

『

徒

然

草

集

説

』

同

十

四

年

刊

『

若

え

び

す

』

同

十

五

年

刊

『
和
漢
故
事
要

言

』

宝

永

二

年

刊

『

御

伽

百

物

語

』

同

三

年

刊

『

兼

好

諸

国

物

語

』

三

年

刊

※※  
12 11 10 

，
 

8
 
7
 
6
 
5
 
4
 
3
 
2
 
ー

同

仮
名
遣
書

俳
諧
辞
書

注
釈
雑
俳
集

故
事
物

浮
世
草
子

伝
記

同 俳
諧
作
法
書

俳
諧
撰
集

俳
諧
作
法
書

同
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13

『

近

代

因

果

物

語

』

四

年

刊

14

『

本

朝

新

堪

忍

記

』

五

年

刊

15

『

新

玉

櫛

笥

』

六

年

刊

同

※

『

し

ら

ず

よ

み

の

歌

反

古

』

享

保

九

年

写

歌

集

16

『

誹

諧

を

ぐ

る

ま

』

同

十

年

刊

雑

俳

集

17

『

献

象

来

暦

』

同

十

四

年

刊

＊

同

年

板

、

書

籍

目

録

に

拠

る

元
禄
期
の
鷺
水
は
、
当
時
の
俳
諧
師
を
遊
女
に
見
立
て
て
評
判
し
た
徹
士
編
『
花
見
車
』
（
元
禄
十
五
年
刊
）
に
、
手
跡
を
能
く
す
る
利
口
な

「
た
い
こ
女
郎
」
に
見
立
て
ら
れ
、
「
と
く
さ
ま
・
（
信
徳
）
や
団
さ
ま
（
団
水
）
の
つ
き
も
の
」
（
括
弧
内
は
引
用
者
補
）
で
、
「
た
ゞ
気
の
な
い
子

に
て
立
身
な
し
」
と
評
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
俳
諧
師
と
し
て
の
名
は
、
正
し
く
そ
の
「
た
い
こ
女
郎
」
振
り
、
即
ち
流
派
に
あ
ま
り
拘
泥
せ
ず
脇

役
に
徹
す
る
、
俳
諧
作
法
書
方
面
で
の
著
述
に
あ
っ
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。

3
、
5
、
6
、
7
等
が
そ
れ
で
、
特
に

7

『
誹
諧
大
成
新
式
』
は
、

没
後
も
改
題
・
改
編
さ
れ
つ
つ
、
近
世
後
期
ま
で
長
く
愛
用
さ
れ
た
。
又
、
仮
名
遣
書
の

8
、
一
種
の
辞
典
で
あ
る
9
等
に
は
、
和
漠
の
典
籍
に
通

ず
る
鷺
水
の
一
面
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
学
者
肌
が
や
や
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

宝
永
期
以
後
の
鷺
水
は
、
1
0
『
和
漢
故
事
要
言
』
の
編
纂
あ
た
り
を
機
に
、
和
漠
故
事
の
翻
案
を
織
り
込
ん
だ
教
訓
奇
談
浮
世
草
子
へ
と
そ
の
著

述
の
重
心
を
移
し
て
行
く
が
、
そ
の
様
相
は

12ー

15
迄
、
殆
ど
毎
年
の
よ
う
に
浮
世
草
子
を
刊
行
し
て
い
る
事
で
確
か
め
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
鷺

水
生
前
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
物
で
年
代
の
確
定
す
る
最
後
の
物
と
な
る
の
が

17
『
献
象
来
暦
』
で
あ
る
。
内
容
は
享
保
十
四
年
度
の
献
象
を
扱
っ

た
物
で
あ
る
事
に
は
問
違
い
な
い
が
、
同
年
の
書
籍
目
録
に
所
載
さ
れ
る
の
み
で
、
現
存
を
知
ら
な
い
。

さ
て
、
こ
の
鷺
水
の
主
要
著
述
一
覧
に
重
ね
合
わ
せ
て
み
た
の
が
、
※
で
記
し
た
所
の
閑
寿
の
著
述
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
元
禄
期
の
鷺
水

は
俳
諧
関
係
の
実
用
書
を
次
々
と
企
画
・
編
纂
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
が
、
か
か
る
鷺
水
が
元
禄
十
四
年
、
俳
諧
作
法
書
に
お
い
て
諸
説
を
集
成
し

読
者
の
便
覧
に
備
え
た
よ
う
に
、
徒
然
草
諸
注
を
集
成
し
た
『
集
説
』
を
編
纂
し
た
と
い
う
事
は
、
当
時
の
同
様
な
著
述
傾
向
を
持
っ
た
人
の
事
跡

I

例
え
ば
徒
然
草
注
釈
書
『
女
訓
徒
然
草
』
（
六
巻
、
元
禄
十
五
年
刊
）
を
遺
す
都
の
錦
な
ど
そ
の
好
例
で
あ
る
ー
ー
か
ら
見
て
も
如
何
に
も
有

り
得
そ
う
な
事
で
は
あ
る
。
そ
し
て
又
、
『
集
説
』
の
著
者
閑
寿
が
、
浮
世
草
子
を
精
力
的
に
執
筆
し
た
宝
永
期
の
鷺
水
と
揆
を
一
に
す
る
が
如
く

同 同 同

浮
世
草
子

同
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に
、
宝
永
三
年
に
『
兼
好
諸
国
物
語
』
な
る
浮
世
草
子
風
の
外
題
の
書
物
を
刊
行
し
て
い
る
時
、
両
者
は
更
に
近
付
く
か
の
よ
う
な
惑
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
閑
寿
・
鷺
水
同
一
人
物
説
に
対
し
て
、
従
来
は
ど
の
よ
う
な
見
解
が
示
さ
れ
て
来
た
か
。
先
ず
徒
然
草
注
釈
史
研
究
の
側
か
ら
は
、

（
マ
マ
）

田
辺
爵
（
前
掲
書
）
は
、
「
閑
寿
こ
と
青
木
鷺
水
（
万
治
元
年
ー
享
保
十
八
年
）
は
、
野
々
口
立
圃
の
門
人
で
、
京
住
み
の
俳
諧
者
で
あ
り
、
浮
世

草
子
の
作
家
で
あ
る
」
と
、
閑
寿
と
鷺
水
を
同
一
視
し
て
お
り
、
次
い
で
吉
澤
貞
人
「
閑
寿
の
『
兼
好
諸
国
物
語
』
に
つ
い
て
」
（
『
名
古
屋
大
学

国
語
国
文
学
論
集
』
・
昭
和
四
十
八
年
四
月
）
は
、
「
閑
寿
と
鷺
水
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
後
考
を
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

仮
に
同
一
人
物
と
す
れ
ば
」
云
々
と
、
即
断
を
躊
躇
し
て
い
る
。

鷺
水
研
究
の
側
か
ら
は
、
小
川
武
彦
（
前
掲
書
）
は
『
集
説
』
に
言
及
し
て
、

「
時
代
的
に
も
、
な
る
ほ
ど
鷺
水
は
、
こ
れ
ら
の
作
を
も
の
し
そ
う
で
も
あ
る
。
後
考
を
侯
つ
」
と
、
同
一
人
物
説
に
近
付
き
な
が
ら
も
、
や
は
り

結
論
を
保
留
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
問
題
を
最
初
に
呈
示
し
、
且
つ
閑
寿
・

鷺
水
同
一
人
物
説
を
否
定
し
た
の
は
、
柳
牧
也
「
鷺
水
略
年
譜
」
（
「
古
典
遺
産
」
六
・
昭

和
三
十
四
年
七
月
）
で
あ
っ
た
。
だ
が
そ
の
否
定
の
根
拠
が
些
か
不
明
解
な
も
の
で
あ
っ
た
為
か
、
後
に
続
く
吉
澤
と
小
川
は
こ
の
柳
論
文
の
説
を

踏
ま
え
つ
つ
も
、
上
述
の
如
く
そ
の
結
論
を
躊
躇
し
た
の
で
あ
る
。

柳
が
鷺
水
と
閑
寿
を
別
人
と
判
断
し
た
根
拠
は
、
恐
ら
く
『
集
説
』
の
閑
寿
自
序
か
ら
嘩
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
自
序
に
拠
れ
ば
、
閑

寿
は
若
い
頃
か
ら
徒
然
草
を
好
み
、
人
か
ら
教
唆
を
得
た
説
や
自
分
で
考
え
出
し
た
説
を
、
所
持
す
る
本
の
欄
外
に
書
き
込
ん
で
友
人
達
と
意
見
を

交
わ
し
た
り
し
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
友
人
の
中
に
、
閑
寿
に
新
し
い
徒
然
草
注
釈
書
の
編
述
を
頻
り
に
奨
め
る
者
が
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
の

件
を
掲
出
し
て
お
く
。

…
…
も
と
よ
り
無
下
に
文
に
く
ら
き
身
の
、
老
の
お
と
ろ
へ
さ
へ
い
た
り
に
て
侍
れ
ば
、
抄
物
な
ど
A
物
し
侍
る
べ
き
器
に
し
あ
ら
ぬ
に
ぞ
、

か
け
て
も
お
も
ひ
よ
ら
ざ
る
事
に
て
過
侍
り
け
る
を
、
一
日
或
人
の
問
き
た
り
て
此
文
の
物
語
す
と
て
、
「
近
き
と
し
比
か
と
よ
、
諸
抄
を
ひ

と
つ
に
あ
つ
め
ら
れ
た
る
抄
出
も
侍
れ
ば
、
今
は
も
と
む
べ
く
も
あ
ら
ね
ど
、

童
蒙
の
為
に
は
猶
や
う
も
侍
る
べ
し
、
そ
れ
を
た
ど
り
て
か
さ

ね
て
諸
抄
を
書
あ
つ
め
て
よ
」
と
し
き
り
に
又
す
A
め
ら
れ
侍
り
け
る
に
、
好
む
心
の
も
よ
ほ
し
に
や
、
「
誠
に
旧
説
を
書
う
つ
し
侍
ら
ん
は

い
と
し
も
や
す
か
め
り
、
唯
、
老
の
す
さ
み
ご
と
を
こ
そ
し
侍
る
べ
け
れ
」
と
思
ひ
と
り
て
、
や
が
て
数
抄
を
あ
つ
め
し
る
し
侍
る
つ
ゐ
で
に
、

愚
本
の
説
々
を
も
か
た
へ
に
そ
へ
て
、
其
す
な
は
ち
是
を
徒
然
草
集
説
と
い
ひ
て
侍
り
ぬ
。
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さ
て
、
問
題
は
こ
の
文
章
中
に
閑
寿
の
年
齢
が
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
事
で
あ
る
。
彼
は
今
、
「
老
の
お
と
ろ
へ
さ
へ
い
た
」
る
年
齢
に
あ
り
、
ま
た

こ
の
注
釈
の
編
纂
は
、
「
老
の
す
さ
み
ご
と
」
で
あ
る
と
も
言
う
。
『
集
説
』
の
刊
記
は
元
禄
十
四
年
十
一
月
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
点
で
閑
寿
は

老
年
に
差
し
掛
か
る
位
の
年
配
で
あ
っ
た
事
が
判
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
こ
の
当
時
、
一
方
の
鷺
水
は
何
歳
で
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
『
誹
諧
家
譜
』

記
載
の
没
年
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
鷺
水
四
十
四
歳
の
折
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
元
禄
・
宝
永
期
に
お
け
る
彼
の
旺
盛
な
著
作
活
動
を
考
え
る
と
、
い

く
ら
謙
辞
で
あ
る
に
し
て
も
、
鷺
水
に
「
老
の
お
と
ろ
へ
」
と
い
う
言
葉
は
当
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
柳
の
閑
寿
・
鷺
水
同
一
人
物
説
否
定

の
論
拠
も
、
不
明
確
な
が
ら
こ
の
点
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
、
柳
は
そ
の
「
鷺
水
略
年
譜
」
元
禄
十
四
年
十
一
月
の
項
に
、
こ
の
序
文
と
先
述
の
『
書

籍
目
録
大
全
』
の
記
事
を
掲
げ
、

も
ち
ろ
ん
、
閑
寿
と
鷺
水
を
同
一
人
物
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
と
い
っ
て
「
集
説
」
刊
行
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
出
た
書
籍
目
録

を
全
く
無
視
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
出
版
事
情
に
明
る
い
書
陣
仲
間
が
「
集
説
」
を
鷺
水
作
と
み
て
い
た
の
に
は
そ
れ
だ
け
の
理
由
が
あ
っ

た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
序
に
い
う
「
或
人
」
が
鷺
水
で
あ
っ
て
、
彼
が
閑
寿
老
に
出
版
を
勧
め
、
「
集
説
」
を
板
元
に
持
ち
こ
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
述
べ
る
が
、
続
く
吉
澤
・
小
川
が
こ
の
柳
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
そ
の
断
定
を
躊
躇
し
た
事
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
、
閑
寿
・

鷺
水
同
一
人
物
説
を
否
定
す
る
根
拠
の
幾
つ
か
を
新
た
に
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

『
集
説
』
第
二
四
三
段
の
注
釈
に
は
、
「
予
、
若
年
の
比
、
中
川
の
ほ
と
り
立
本
寺
の
日
審
師
の
説
法
を
聴
聞
し
侍
る
事
あ
り
し
に
」
と
し
て
、

日
蓮
僧
日
審
の
、
京
都
具
足
山
立
本
寺
に
お
け
る
談
義
説
法
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
日
審
は
『
法
華
座
敷
談
義
』
（
承
応
二
年
刊
）
の
著

作
あ
り
、
説
教
を
能
く
し
て
当
代
の
富
留
那
と
称
せ
ら
れ
、
近
衛
邸
に
招
か
れ
て
法
華
の
妙
法
を
説
き
、
後
水
尾
院
の
叡
感
を
蒙
っ
た
と
ま
で
伝
え

ら
れ
る
人
で
、
同
じ
宗
門
の
深
草
元
政
は
『
草
山
集
』
（
延
宝
二
年
刊
）
に
、
日
審
の
行
状
や
賛
、
ま
た
立
本
寺
の
鐘
銘
を
収
め
、
深
く
こ
の
人
を

敬
慕
し
て
い
る
。
今
、
元
政
の
書
い
た
こ
の
日
審
の
行
状
を
参
考
と
し
て
、
閑
寿
の
談
義
聴
聞
の
時
を
推
定
し
て
み
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

日
審
が
立
本
寺
に
入
っ
た
の
は
正
保
四
年
の
事
、
そ
の
十
二
年
後
の
万
治
二
年
正
月
、
彼
は
六
十
一
歳
に
て
立
本
寺
を
退
隠
、
寛
文
六
年
―
―
―
月
十
五

日
に
六
十
八
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。
す
れ
ば
、
閑
寿
が
立
本
寺
で
日
審
の
談
義
を
聴
聞
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
は
、
正
保
四
年
か
ら
万
治
二

年
迄
の
十
二
年
間
に
限
定
さ
れ
る
事
に
な
る
が
、
こ
れ
を
仮
に
鷺
水
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
日
審
の
談
義
を
立
本
寺
で
聴
く
為
の
最
下
限
、
つ
ま
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り
日
審
の
立
本
寺
退
隠
時
で
あ
る
万
治
二
年
と
し
て
も
、
万
治
元
年
生
ま
れ
の
鷺
水
は
、
僅
か
二
歳
の
幼
齢
な
の
で
あ
る
。
彼
に
は
、
日
審
師
の
講

説
を
立
本
寺
で
聴
聞
す
る
機
会
は
無
か
っ
た
と
見
て
良
い
。

更
に
閑
寿
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、
鷺
水
と
は
別
人
と
言
い
得
る
ほ
ぼ
決
定
的
な
証
拠
を
呈
示
す
る
事
が
出
来
る
。
そ
れ
は
、
後
述
す
る
享
保
九
年

十
二
月
成
立
、
閑
寿
の
自
撰
歌
集
『
し
ら
ず
よ
み
の
歌
反
古
』
の
詞
書
に
、
「
明
れ
ば
八
十
の
除
夜
に
」
と
い
う
も
の
が
見
出
せ
る
事
で
あ
る
。
こ

の
歌
集
は
元
禄
十
四
年
頃
か
ら
享
保
九
年
迄
の
彼
の
詠
草
を
集
め
た
も
の
で
、
詞
書
の
中
に
隈
々
見
出
せ
る
年
記
か
ら
、
そ
れ
等
が
ほ
ぼ
年
代
順
に

配
列
さ
れ
て
あ
る
事
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
明
れ
ば
八
十
の
除
夜
に
」
と
い
う
詞
書
は
、
巻
末
に
程
近
い
享
保
八
年
の
詞
書
の
後
に

あ
る
の
で
、
閑
寿
は
享
保
九
年
頃
、
八
十
歳
の
正
月
を
迎
え
た
事
が
判
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
、
享
保
十
八
年
に
齢
七
十
六
で
没
し
た
と
い
う
鷺
水
と

は
、
明
白
な
麒
甑
を
来
す
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
仮
に
閑
寿
が
享
保
九
年
に
八
十
歳
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
老
の
お
と
ろ
へ
」
に
差
し

掛
か
っ
た
と
い
う
序
文
を
書
い
た
『
集
説
』
刊
行
時
の
元
禄
十
四
年
は
、
閑
寿
五
十
七
歳
。
ま
た
立
本
寺
で
日
審
師
の
談
義
を
聴
聞
し
た
と
い
う

「
若
年
の
比
」
は
、
日
審
の
立
本
寺
退
隠
時
万
治
二
年
と
し
て
十
五
歳
と
な
り
、
先
ず
は
妥
当
な
線
が
浮
か
び
上
が
る
。

現
在
の
所
、
閑
寿
が
鷺
水
に
非
ざ
る
事
は
こ
れ
だ
け
で
も
十
分
示
し
得
る
と
は
思
う
が
、
そ
れ
で
も
鷺
水
の
生
没
年
に
『
誹
諧
家
譜
』
以
外
の
確

証
が
取
れ
な
い
以
上
、
年
齢
的
な
問
題
を
論
拠
と
し
て
こ
れ
を
別
人
と
結
論
付
け
る
に
は
な
お
危
ぶ
ま
れ
る
節
も
あ
ろ
う
。
以
下
に
閑
寿
の
学
問
や

作
風
と
い
っ
た
も
の
、
及
び
彼
の
交
遊
圏
等
を
考
え
て
行
く
中
で
、
こ
の
閑
寿
・
鷺
水
同
一
人
物
説
に
つ
い
て
再
度
批
判
を
加
え
て
行
く
事
と
し
よ

ぅ゚

閑
寿
の
学
問
と
交
遊
圏

閑
寿
が
如
何
な
る
学
問
的
背
景
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
知
る
に
は
、
彼
が
如
何
な
る
文
献
に
精
通
し
て
い
た
の
か
を
見
て
み
る

の
が
近
道
で
あ
る
が
、
幸
い
に
も
彼
に
は
『
集
説
』
な
る
格
好
の
資
料
が
存
す
る
。
『
集
説
』
に
お
け
る
閑
寿
の
自
説
、
即
ち
「
今
云
」
、
或
い
は

「
今
按
」
等
と
し
て
論
述
さ
れ
る
考
説
に
引
用
さ
れ
る
文
献
を
、
便
宜
上
、
漢
籍
•
仏
書
・
和
書
の
三
種
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
数
と
、
そ
の

延
べ
引
用
回
数
を
計
上
し
て
み
る
と
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
な
る
。
猶
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
類
に
於
い
て
、
引
用
回
数
の
多
い
上
位
五
位
迄
の
文
献
名
を
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表を一覧するに、引用文献に和書が断然多いのは徒然草の注釈であるから一先ず当然の事として、目を惹くのは、漢籍が殆

ど引用されていないという事実、そして仏書が比較的多く見られるという事実である。特に漠籍の引用が、僅かに白氏文集・

老子・荘子の三点に留まり、経書が全く引用されていない事は、先行する徒然草注釈書の傾向に比して大きな特徴と言うべき

で、この点、例えば四冑五経を縦横に引き用いた、『諸抄大成』の編者・浅香久敬の考説等とは全く逆の傾向を持ったものと

する事が出来るであろう。『集説』第一九0段の注には、「兼好は仏者にて和歌の人也」とし、「然るを僻者にもあらぬ兼好を

是非に怖者にせんとし、五常の論迄はあらぬ常の人情のうへを、とかく五常の義へいひまはさんとする説もあり。難ー一信用1

也」とあるが、この言がその儘、仏書・和書を旨とし、漠籍を用いないという注釈姿勢にも反映されているように思われる。

そしてこの事実は、閑寿の学問・思想に占める儒学の割合が、さほど重大な物では無かったであろう事を推測せしめる。

所で、閑寿が仏教に関する相当に深い学識を持っていたらしき事は、上の表からも容易に窺知されようが、仏書の内でも特

に、『絵詞伝』を始めとする浄土宗関連の文献が多く引用されている事は注目すべきであろう。彼が浄土宗門徒であったらし

和 仏 漠 分

書 書 籍 類
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下
に
掲
げ
た
の
で
、
併
せ
て
参
覧
さ
れ
た
い
。
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き
事
は
、
例
え
ば
徒
然
草
第
三
九
段
の
注
に
、
「
円
光
大
師
の
御
意
は
か
り
難
く
侍
れ
ば
、
予
が
如
き
の
者
申
す
も
い
と
お
ほ
け
な
く
侍
れ
ど
」
と
、

浄
土
宗
の
開
祖
、
円
光
大
師
（
法
然
）
を
尊
畏
し
て
い
る
事
、
ま
た
第
八
九
段
の
注
に
、
連
歌
師
に
は
時
宗
の
門
徒
が
多
い
と
い
う
北
村
季
吟
『
徒

然
草
文
段
抄
』
の
記
述
に
関
連
し
て
、
浄
土
宗
門
徒
に
も
そ
れ
が
多
い
と
附
言
し
て
い
る
事
、
或
い
は
第
二
二
七
段
の
注
に
、
六
時
礼
讃
の
行
事
に

つ
い
て
「
浄
家
の
或
知
識
」
に
質
問
し
、
且
つ
当
時
、
鹿
ヶ
谷
萬
無
寺
法
然
院
で
行
わ
れ
た
六
時
礼
讃
に
、
浄
土
宗
門
徒
の
参
詣
せ
ざ
る
を
嘆
い
て

い
る
事
等
々
か
ら
も
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
閑
寿
の
自
撰
歌
集
『
し
ら
ず
よ
み
の
歌
反
古
』
に
は
、
内
題
下
に
「
俗
沙
弥
島
舟
子
閑
寿
」
と
の
署

名
が
見
え
て
お
り
、
ま
た
そ
の
歌
集
中
の
詞
書
に
は
、
「
京
極
の
辺
の
寺
の
内
の
庵
に
移
り
住
侍
り
し
初
に
」
、
「
享
保
五
年
、
都
の
か
た
へ
に
庵
を

つ
く
り
て
住
侍
る
」
等
と
い
う
も
の
も
見
え
る
か
ら
、
彼
は
或
る
特
定
の
寺
院
の
住
僧
と
い
う
訳
で
は
な
か
っ
た
も
の
ら
し
い
が
、
と
も
あ
れ
閑
寿

の
仏
学
に
関
す
る
知
識
が
浄
土
宗
系
の
人
脈
の
中
で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
事
、
そ
し
て
こ
の
人
脈
が
ま
た
、
彼
の
謂
わ
ば
文
化
生
活
の
基
盤
そ

の
も
の
で
も
あ
っ
た
事
は
、
以
下
に
見
る
『
歌
反
古
』
の
詞
書
を
以
て
も
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

例
え
ば
、
詞
書
に
「
獅
子
谷
法
然
院
の
宜
誉
上
人
に
折
々
詣
で
A
、
い
と
し
た
し
く
物
せ
ら
れ
し
ま
A
に
」
云
々
と
あ
る
法
然
院
の
宣
誉
は
、
上

に
見
た
『
集
説
』
第
二
二
七
段
の
注
で
、
六
時
礼
讃
の
事
を
質
問
し
た
と
い
う
「
浄
家
の
或
知
識
」
と
関
係
が
あ
る
人
で
あ
ろ
う
。
法
然
院
は
円
光

大
師
二
十
五
霊
場
の
一
。
同
段
の
注
釈
に
獅
子
谷
法
然
院
の
六
時
礼
讃
の
事
が
書
か
れ
て
い
る
事
か
ら
も
、
そ
の
可
能
性
は
高
い
。

或
い
は
、
「
義
山
上
人
、
花
の
頃
、
知
恩
院
の
院
内
に
寄
宿
あ
り
と
き
A

て
立
よ
り
て
申
侍
し
」
と
あ
る
義
山
も
、
浄
土
僧
と
し
て
良
い
で
あ
ろ

う
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
知
恩
院
は
浄
土
宗
総
本
山
で
あ
る
。
当
時
の
浄
土
僧
で
義
山
を
名
乗
る
者
と
言
え
ば
、
『
成
唯
識
論
懸
諒
』
（
元
禄
七
年
刊
）
、

『
当
麻
曼
陀
羅
述
奨
記
』
（
元
禄
十
六
年
刊
）
、
『
贈
円
光
大
師
号
絵
詞
』
（
宝
永
八
年
刊
）
他
、
多
く
の
著
述
を
残
し
た
「
義
山
」
が
あ
る
が
、
こ
れ

と
同
一
人
物
か
ど
う
か
は
未
考
で
あ
る
。
閑
寿
は
義
山
か
ら
、
「
兼
好
法
師
の
年
譜
」
（
例
の
『
園
太
暦
』
仕
立
て
の
偽
文
か
）
を
借
用
し
た
と
も
言

ぅ
又
、
「
高
野
山
定
光
院
龍
鑽
阿
闇
梨
の
七
十
の
契
に
、
隆
長
闇
梨
に
か
は
り
て
」
と
あ
る
隆
長
は
、
閣
梨
と
い
う
尊
称
か
ら
し
て
も
密
教
系
の
僧

で
あ
る
事
が
察
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
人
に
は
『
一
枚
起
請
但
信
紗
』
（
宝
永
四
年
刊
）
な
る
浄
土
宗
関
係
の
著
述
が
残
っ
て
い
る
。
本
書
に
付
さ
れ
た

「
洛
下
散
人
浮
休
子
」
の
序
に
は
、
「
台
宗
之
隆
長
公
ハ
、
不
俵
方
外
之
ノ
友
也
。
公
自
〗
少
カ
リ
シ
、
智
識
深
明
、
滸
一
ハ
一
シ
ム
刃
ヲ
三
蔵
ー
一
一
。
但
以
＿
す
竺
志

証
三
諸
宗
-
-
、
平
追
1 ハ

1諸
師
之
隊
→
。
…
…
営
負
／
笈
ヲ
在
〗
ノ
東
武
ー

1一
之
日
、
労
ク
探
ご
守
主
教
籍
→
、
謁
〗
テ
諸
名
徳
→
、
質
：
其
所
淵
ご
と
あ
る
か
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ら
、
隆
長
は
天
台
の
学
僧
で
あ
り
な
が
ら
も
諸
宗
派
に
通
じ
、
浄
土
宗
に
も
深
い
造
詣
が
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
書
に
は
、
「
東
山
獅

子
谷
沙
門
忍
激
」
の
序
も
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
台
門
隆
長
闇
梨
ノ、
予
ブ
莫
逆
也
ブ
'‘」
と
も
見
え
る
か
ら
、
閑
寿
と
隆
長
と
の
関
係
も
、

や
は
り
こ
の
鹿
ヶ
谷
法
然
院
を
中
心
と
し
た
浄
土
宗
系
の
人
脈
の
中
で
考
え
て
良
い
事
に
な
ろ
う
。
因
み
に
、
閑
寿
代
詠
の
七
十
の
賀
歌
を
贈
ら
れ

た
高
野
山
定
光
院
の
龍
鑽
阿
闇
梨
は
、
微
雲
軒
と
号
し
、
円
珠
庵
主
契
沖
と
は
高
野
山
時
代
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
僧
で
、
源
氏
・
日
本
紀
等
に
つ
い

て
契
沖
に
質
疑
し
た
り
、
『
百
人
一
首
改
観
抄
』
や
『
古
今
余
材
抄
』
等
を
借
用
し
た
り
し
て
い
た
事
が
、
そ
の
書
簡
か
ら
知
ら
れ
る
（
『
契
沖
全
集
』

第
八
巻
所
収
）
。

こ
の
他
、
『
歌
反
古
』
の
詞
書
に
見
え
る
人
物
は
、
丈
隠
法
師
・
又
玄
法
師
・
千
之
和
尚
・
玉
隠
禅
師
・
相
阿
法
師
・
実
周
法
師
等
々
、
そ
の
殆

ど
が
僧
侶
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
人
物
の
素
性
は
今
の
所
掴
み
き
れ
て
い
な
い
が
、
詞
書
に
拠
れ
ば
、
閑
寿
は
日
常
的
に
彼
等
と
和
歌
を
贈
答
し
合
い
、

互
い
の
庵
室
を
訪
問
し
た
り
、
ま
た
時
に
東
山
の
双
林
寺
に
出
向
い
て
歌
会
を
催
し
た
り
も
し
て
お
り
、
こ
れ
等
の
僧
達
こ
そ
が
、
閑
寿
が
徒
然
草

に
関
す
る
自
説
を
度
々
聞
い
て
貰

っ
た
り
、
教
唆
を
受
け
た
り
し
た
と
い
う
、
『
集
説
』
序
文
の
「
友
ど
ち
」
に
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な

い
。
そ
の
よ
う
な
学
問
的
な
「
場
」
が
、
元
禄
期
の
法
然
院
を
中
心
と
し
た
人
脈
の
中
に
は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
多
く
の
文
献
を

駆
使
し
た
閑
寿
の
実
証
主
義
|
ー
こ
れ
は
前
述
別
稿
に
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
ー
を
支
え
て
い
た
の
が
、
か
か
る
人
脈
を
通
じ
て
の
寺
院
の
蔵
書

で
あ
っ
た
事
も
、
当
然
考
え
ら
れ
て
良
い
。
閑
寿
は
徒
然
草
第
九
段
の
注
で
、
先
行
諸
注
が
鵜
呑
み
に
し
て
引
用
し
て
い
た
「
大
威
徳
陀
羅
尼
経
」

と
い
う
経
文
の
偽
文
な
る
事
を
、
或
る
寺
の
経
蔵
に
入
り
、
黄
槃
梓
行
の
大
蔵
経
（
所
謂
鉄
眼
版
で
あ
ろ
う
）
を
閲
覧
し
て
報
告
し
て
い
る
が
、
そ

れ
も
や
は
り
斯
様
な
寺
院
の
蔵
書
あ
っ
て
の
事
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
彼
の
和
学
の
師
系
は
ど
う
か
。

『
歌
反
古
』
詞
書
に
拠
れ
ば
、
彼
の
外
祖
父
は
歌
道
に
心
を
寄
せ
た
人
で
、
娘
す
な
わ
ち
閑
寿
の
母

に
栄
花
物
語
を
自
ら
書
き
与
え
た
と
い
い
、
彼
女
も
ま
た
源
氏
物
語
五
十
四
帖
を
一
人
で
手
写
し
た
程
の
人
で
あ
っ
た
と
言
う
か
ら
、
彼
の
和
学
の

素
養
は
先
ず
母
方
の
筋
で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
の
和
学
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
人
物
と
し
て
は
、
万
葉
学
に
特
に

優
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
京
都
の
地
下
歌
学
者
で
、
宮
川
松
堅
や
、
後
に
契
沖
の
高
足
と
な
る
今
井
似
閑
が
始
め
就
い
て
学
ん
だ
と
い
う
、
木
瀬
三
之

を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
歌
反
古
』
詞
書
の
中
に
、

先
師
三
之
法
師
の
像
を
あ
る
人
ゑ
が
き
て
、
（
三
之
に
）
鈴
を
乞
け
れ
ば
、
や
が
て
九
十
ぢ
あ
ま
り
の
老
眼
の
泊
を
ぬ
ぐ
ひ
筆
を
染
ら
れ
て
、
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「
い
け
る
世
の
か
ひ
こ
そ
な
け
れ
歌
を
だ
に
う
つ
し
て
人
の
忍
び
出
な
ば
」
と
書
て
お
く
れ
り
し
よ
し
を
聞
侍
る
事
を
お
も
ひ
出
て

（
括
弧
内
は
引
用
者
補
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
閑
寿
は
三
之
を
「
先
師
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
い
け
る
世
の
」
の
三
之
詠
歌
は
、
宮
川
松
堅
編
『
和
歌
五
十
人
一
首
』
（
享

保
八
年
刊
）
に
、
「
自
の
寿
像
に
」
と
い
う
詞
書
に
て
収
め
ら
れ
る
も
の
と
同
歌
で
、
同
集
で
松
堅
は
三
之
の
事
を
、
「
博
学
得
業
、
近
代
之
賢
人
」

と
し
て
い
る
。
三
之
は
、
大
正
期
に
佐
佐
木
信
網
が
、
「
茂
睡
・
長
流
よ
り
も
先
に
伝
授
の
思
想
を
愚
人
の
説
と
喝
破
し
た
第
一
人
者
」
と
し
て
大

き
く
取
り
上
げ
た
人
物
で
は
あ
る
が
（
「
伝
授
思
想
破
壊
の
第
一
人
」
。
「
國
學
院
雑
誌
」
二

0
ー
十
二
）
、
必
ず
し
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
物
と

は
言
え
な
い
故
、
此
処
に
三
之
の
人
柄
が
知
ら
れ
る
幾
つ
か
の
記
事
を
抜
き
書
き
し
て
お
く
。

先
ず
貝
原
益
軒
の
『
朝
野
雑
載
』
（
享
保
十
九
年
序
）
巻
十
五
に
は
、
三
之
を
記
し
て
次
の
よ
う
に
云
う
。

京
都
の
三
之
と
云
者
、
和
歌
を
詠
ず
る
事
を
好
む
。
自
二
若
年
征
~
二
妻
子
一
。
不
レ
近
レ
色
。
不
レ
慕
一
一
勢
利
一
。
不
レ
知
二
世
変
一
。
唯
好
」

-
-
i
―
神

書
・
佛
書
・
儒
書
・
歌
書
—
°
至
／
忘
ー
ー
寝
食
l。
雖
玉
但
ー
権
貴
之
招
一
辞
而
不
ノ
住
。
西
洞
院
通
出
水
上
ル
町
住
居
。
歌
書
を
講
ず
。
元
禄
二
、

三
年
の
頃
、
九
十
歳
に
し
て
死
す
。
（
『
益
軒
全
集
』
第
八
巻
、
国
書
刊
行
会
）

三
之
は
神
儒
仏
の
三
学
兼
修
の
人
で
、
歌
学
に
長
じ
、
そ
の
性
質
は
色
を
退
け
権
勢
を
疎
み
、
唯
だ
読
書
学
問
に
耽
る
隠
士
の
風
、
謂
わ
ば
「
学
隠
」

と
で
も
称
す
べ
き
人
柄
で
あ
っ
た
事
が
偲
ば
れ
る
。
又
、
宮
川
松
堅
の
『
さ
ゞ
れ
石
』
（
写
本
、
京
都
大
学
文
学
科
閲
覧
室
本
）
に
は
、

三
之
老
人
は
、
人
に
む
か
ひ
て
も
目
を
ふ
た
ぎ
、
手
を
棋
て
安
座
す
る
事
な
く
、
歌
の
事
や
ら
ん
思
案
し
て
ゐ
ら
れ
け
る
。
世
の
雑
談
な
ど
す

る
人
有
に
は
不
答
、
歌
の
事
な
ど
尋
ぬ
れ
ば
目
を
ひ
ら
き
て
こ
た
へ
ら
れ
け
る
。

と
、
人
と
対
面
し
て
も
目
を
瞑
り
、
始
終
和
歌
の
事
を
思
案
し
て
い
る
様
子
で
、
そ
れ
以
外
の
話
題
で
は
人
の
雑
談
に
も
応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
三

之
の
崎
人
振
り
を
伝
え
て
い
る
。
而
し
て
そ
の
学
風
は
、
今
井
似
閑
編
『
諸
説
録
』
（
写
本
一
冊
、
天
理
図
書
館
蔵
）
に
載
る
三
之
の
断
片
的
な
学

説
を
見
る
に
、
確
か
に
そ
れ
は
相
当
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

・
惣
テ
古
今
二
伝
受
ナ
ド
云
ル
事
有
ベ
カ
ラ
ズ
。
貫
之
心
ニ
ハ
、
ア
マ
ネ
ク
和
歌
ノ
心
ヲ
モ
ロ
人
ニ
シ
ラ
セ
マ
ホ
シ
ク
オ
モ
ヒ
テ
書
タ
レ
バ
、
夢

／
＼
秘
伝
有
ベ
カ
ラ
ズ
。
序
ニ
モ
、
「
今
モ
ミ
ソ
ナ
ハ
シ
、
後
ノ
代
ニ
モ
ッ
タ
ハ
レ
」
ト
カ
ケ
リ
。
末
ノ
代
ニ
ナ
リ
テ
、
オ
ロ
カ
ナ
ル
人
ニ
イ

ヤ
シ
キ
心
ヨ
リ
、
伝
受
ト
イ
ヘ
ル
事
ハ
始
レ
リ
。
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最
後
に
、
閑
寿
作
『
兼
好
諸
国
物
語
』
、
及
び
彼
が
そ
の
刊
行
に
関
与
し
た
『
岩
つ
A
じ
』
に
つ
い
て
も
寸
言
を
加
え
て
お
く
事
と
し
よ
う
。

『
兼
好
諸
国
物
語
』
（
宝
永
三
年
刊
）
は
半
紙
本
六
巻
六
冊
、
京
都
上
村
四
郎
兵
衛
、
他
二
陣
板
。
題
策
に
「
絵
入
」
の
角
書
が
あ
る
如
く
、
十

六
葉
の
挿
絵
が
入
る
。
一
見
、
浮
世
草
子
風
の
外
題
・
体
裁
で
あ
る
が
、
内
題
に
は
「
兼
好
物
語
」
と
だ
け
あ
る
通
り
、
こ
の
書
は
、
兼
好
の
出
生

四

結
語

（
マ
マ

）

•
制
詞
ハ
長
ケ
高
キ
詞
タ
ル
ニ
ョ
リ
テ
、
不
功
ノ
人
、
其
意
ヲ
ヨ
ミ
ト
ク
事
カ
タ
キ
ニ
ョ
リ
テ
ナ
リ
。
ヨ
ク
ヨ
ミ
ダ
ニ
オ
ホ
セ
タ
ラ
ス
、
憚
コ
ト

ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

そ
こ
に
は
水
戸
の
西
山
義
公
に
聘
せ
ら
る
も
辞
し
て
往
か
な
か
っ
た
、
下
河
辺
長
流
や
契
沖
等
と
何
処
と
な
く
相
通
う
、
こ
の
時
代
の
万
葉
学
者
の

気
骨
あ
る
風
貌
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

三
之
の
名
は
『
集
説
』
の
中
で
も
二
度
出
る
。
―
つ
は
第
一

0
四
段
の
注
で
、
「
木
之
瀬
三
之
説
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
、
梓
の
木
に
関
す
る
考

証
、
今
―
つ
は
第
二
三
八
段
の
注
で
、
「
一
日
、
三
之
隠
士
、
予
に
物
語
せ
ら
れ
て
云
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
た
、
三
之
の
博
覧
強
記
を
物
語
る
長
文

の
談
話
。
『
集
説
』
が
斯
様
に
同
時
代
人
の
名
前
を
明
示
し
、
そ
の
考
説
や
談
話
を
長
々
と
記
す
例
は
他
に
無
く
、
こ
れ
も
閑
寿
の
、
先
師
三
之
の

学
識
へ
の
畏
敬
の
念
が
惨
み
出
た
も
の
と
言
え
る
か
も
知
れ
ぬ
。
但
し
、
閑
寿
の
学
問
が
具
体
的
に
、
如
何
ほ
ど
三
之
の
そ
れ
に
影
響
を
受
け
た
も

の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
纏
ま
っ
た
著
述
の
遺
ら
ぬ
三
之
が
相
手
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
比
較
考
量
は
甚
だ
困
難
を
極
め
る
。
又
そ
の
「
古

今
伝
授
」
に
対
す
る
考
え
方
―
つ
を
取
っ
て
み
て
も
、
閑
寿
は
、
「
凡
班
書
に
古
今
集
を
は
じ
め
と
し
て
、
彼
是
の
書
に
甚
深
の
口
決
あ
る
は
古
来

の
説
に
て
誠
に
尊
重
す
べ
き
事
と
ぞ
承
る
」
（
『
集
説
』
巻
首
、
「
難
-

1

信
用
↓
類
説
之
事
」
）
と
、
三
之
よ
り
も
保
守
的
な
態
度
を
示
す
場
合
も
あ
っ

て
、
閑
寿
が
三
之
の
学
説
を
そ
の
ま
ま
戴
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
事
も
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
尤
も
、
『
集
説
』
が
『
諸
説
録
』
の
如
き

講
筵
の
聞
書
で
は
な
く
、
公
刊
さ
れ
た
注
釈
書
で
あ
る
事
も
一
応
は
考
慮
に
容
れ
る
必
要
は
あ
ろ
う
が
）
。
し
か
し
、
閑
寿
が
三
之
の
学
風
に
何
等

の
影
響
も
及
ぼ
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
先
ず
考
え
ら
れ
ず
、
そ
こ
に
は
三
之
の
瞑
逸
と
し
て
旧
習
に
囚
わ
れ
ぬ
学
風
の
影
響
が
、
某
か
は
あ
っ
た
も
の

と
思
う
。
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か
ら
終
焉
、
そ
し
て
徒
然
草
の
流
布
に
至
る
迄
の
事
跡
を
四
十
七
の
章
段
に
分
け
て
綴
っ
た
、
一
代
記
風
の
伝
記
物
語
で
あ
る
。
当
時
新
出
資
料
と

し
て
話
題
と
な
っ
て
い
た
『
園
太
暦
』
偽
文
が
そ
の
典
拠
の
中
心
で
あ
る
が
（
各
章
段
の
典
拠
に
つ
い
て
は
前
掲
吉
澤
論
考
に
考
察
あ
り
）
、
先
に

見
た
『
歌
反
古
』
の
詞
書
中
、
義
山
上
人
か
ら
「
兼
好
の
年
譜
」
を
借
用
し
た
と
あ
っ
た
記
事
は
、
こ
の
書
の
成
立
と
直
接
関
わ
る
も
の
か
も
知
れ

な
い
。所
で
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
書
に
は
各
章
段
ご
と
に
、
難
解
語
句
・
登
場
人
物
の
略
伝
等
が
「
評
註
云
」
と
し
て
注
釈
さ
れ
て
い
る
事
で
、
そ
の

意
味
で
は
一
種
の
学
術
書
で
あ
る
と
も
言
え
る
点
で
あ
る
。
そ
の
自
跛
に
曰
く
、

右
此
兼
好
物
語
は
、
古
物
語
の
例
を
以
て
今
新
に
し
な
お
し
お
は
り
ぬ
。
な
ら
び
に
評
註
を
の
ぶ
義
は
、
愚
筆
憚
あ
る
方
も
侍
れ
ど
、
共
に
童

蒙
の
入
興
に
そ
な
へ
侍
る
の
み
也
。
此
一
興
の
縁
に
ち
な
み
て
、
猶
ふ
か
く
も
と
め
て
徒
然
草
の
正
義
を
得
て
廃
悪
修
善
を
知
る
べ
き
事
、
予

志
の
本
意
そ
れ
か
く
の
ご
と
し
。

つ
ま
り
こ
の
書
は
、
例
え
ば
「
〈
此
わ
た
り
〉
は
、
此
あ
た
り
也
」
、
「
〈
い
な
み
て
〉
は
い
や
と
云
て
也
」
等
と
、
甚
だ
基
本
的
な
語
彙
に
ま
で
注

釈
が
付
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
も
了
解
せ
ら
れ
る
通
り
、
徒
然
草
の
入
門
書
、
或
い
は
古
物
語
の
入
門
書
と
し
て
初
学
者
向
け
に
執
筆
さ
れ
た
、
参
考

書
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
し
ら
ず
よ
み
の
歌
反
古
』
で
は
、
あ
る
児
童
が
閑
寿
の
許
に
和
歌
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
に
き
た
と
い
う
よ

う
な
詞
書
が
見
出
せ
る
が
、
『
兼
好
諸
国
物
語
』
は
斯
様
な
和
歌
の
道
を
志
す
児
輩
•
初
学
者
を
対
象
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
又
、

ウ
キ
ヨ

和
漠
の
故
事
を
縦
横
に
翻
案
し
、
『
誹
家
大
系
図
』
に
「
俗
事
ノ
文
詞
二
妙
ヲ
得
テ
」
と
評
さ
れ
る
鷺
水
の
浮
世
草
子
と
は
、
全
く
性
質
を
異
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
『
岩
つ
A
じ
』
（
正
徳
三
年
刊
）
は
半
紙
本
二
巻
二
冊
、
京
都
澤
田
吉
左
衛
門
板
。
題
箔
に
は
「
男
色
」
の
角
書
あ
り
。
六
葉
の
挿
絵
が
入

る
。
序
文
に
は
延
宝
四
年
八
月
十
五
夜
に
こ
れ
を
編
述
し
た
旨
が
見
え
、
そ
の
文
末
に
「
北
村
季
吟
書
之
」
と
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
古
今
集
以
下

の
勅
撰
集
、
大
和
物
語
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
袋
草
紙
、
拾
玉
集
、
古
今
著
聞
集
、
徒
然
草
、
松
帆
浦
物
語
等
の
諸
書
か
ら
、
男
色
に
関
わ
る
和
歌
・

和
文
を
抜
粋
し
、
簡
単
な
注
釈
を
添
え
た
も
の
。
正
徳
三
年
二
月
の
年
記
が
あ
る
「
洛
下
散
人
萱
草
生
行
」
な
る
人
物
の
跛
文
に
は
、
こ
の
書
が

刊
行
さ
れ
た
経
緯
が
以
下
の
如
く
に
記
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、
こ
の
『
岩
つ
A
じ
』
一
帖
は
当
初
誰
が
書
い
た
物
か
判
ら
な
か
っ
た
が
、
数
年
前
、

自
分
は
北
村
季
吟
老
人
の
述
作
し
た
旨
の
あ
る
そ
れ
を
入
手
し
、
常
に
座
右
に
置
い
て
賞
翫
し
て
い
た
。
そ
し
て
或
る
時
、
そ
れ
を
「
隠
士
見
舟
子
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ー

拙
稿
「
舌
耕
徒
然
草
ー
『
諸
抄
大
成
』
以
後
諸
注
釈
の
展
開
ー
」
（
「
雅
俗
」
ニ
・
平
成
七
年
一
月
）
。
猶
、
関
連
す
る
も
の
に
、
市
古
夏
生

注

以
上
、
閑
寿
の
『
集
説
』
と
『
歌
反
古
』
を
中
心
に
、
彼
の
学
問
的
背
景
、
及
び
交
遊
圏
を
考
察
し
て
来
た
が
、
こ
こ
で
今
一
度
、
最
初
に
掲
げ

た
問
題
を
問
い
直
し
て
み
よ
う
。
島
舟
子
閑
寿
は
青
木
鷺
水
か
ー
。
先
ず
第
一
に
、
本
稿
の
最
初
で
考
え
た
よ
う
に
、
所
伝
に
従
う
限
り
、
彼
等

の
年
齢
は
明
ら
か
に
馳
甑
を
来
し
て
い
る
事
、
第
二
に
、
そ
の
学
風
及
び
作
風
は
、
青
木
鷺
水
の
如
く
に
和
漠
に
渉
る
博
識
を
披
漉
す
る
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
事
、
第
一
一
一
に
、
閑
寿
の
交
遊
圏
に
俳
諧
点
者
鷺
水
で
あ
れ
ば
当
然
あ
っ
て
然
る
べ
き
俳
諧
師
の
名
前
を
―
つ
も
見
出
す
事
が
出
来
な
い

事
、
そ
し
て
第
四
に
、
閑
寿
の
著
作
全
般
を
見
渡
し
て
み
て
、
鷺
水
が
閑
寿
名
義
を
使
用
す
る
必
然
性
が
見
出
せ
な
い
事
、
こ
れ
等
に
拠
っ
て
閑
寿

が
鷺
水
と
は
別
人
で
あ
る
事
は
先
ず
明
白
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
閑
寿
・
鷺
水
同
一
人
物
説
の
抑
も
の
淵
源
で
あ
る
書
籍
目
録
が
、

注
6

何
故
『
集
説
』
の
著
者
を
「
鷺
水
」
と
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
そ
の
真
の
経
緯
は
も
は
や
知
る
由
も
な
い
が
、
と
も
あ
れ
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、

忘
れ
ら
れ
て
い
た
元
禄
期
京
都
の
和
学
者
の
輪
郭
が
、
未
だ
朧
気
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
文
学
史
上
に
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

＊
 

＊
 

＊
 

閑
寿
法
師
」
の
披
見
に
入
れ
た
所
、
閑
寿
か
ら
、

此
一
章
、
い
づ
れ
に
も
な
み
（
の
人
の
撰
定
に
は
あ
ら
ず
。
め
づ
ら
し
く
も
集
記
せ
ら
れ
た
り
。
誠
に
男
色
を
好
め
る
人
の
分
て
美
歎
と
す

る
に
足
ぬ
べ
き
も
の
也
。

と
言
わ
れ
た
。
因
っ
て
我
独
り
で
楽
し
む
事
は
仏
の
訓
誡
に
も
背
く
事
で
あ
る
か
ら
、
世
の
人
の
入
典
に
も
な
れ
と
こ
れ
を
公
に
し
た
の
だ
、
と
言

う
。
萱
草
生
行
の
如
何
な
る
人
物
か
は
未
詳
で
あ
る
が
、
何
れ
こ
の
人
も
、
閑
寿
の
周
辺
に
あ
っ
た
和
歌
、
乃
至
は
和
学
仲
問
な
の
で
あ
ろ
う
。

猶
、
南
畝
の
『
三
十
輻
』
に
収
め
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
正
徳
刊
本
の
写
し
で
あ
る
。
又
、
嘉
永
二
年
正
月
、
大
坂
長
門
屋
兵
助
が
刊
行
し
た
『
歌

人
漫
筆
』
二
巻
二
冊
（
東
北
大
狩
野
文
庫
蔵
）
は
、
上
の
正
徳
刊
本
の
改
題
後
印
本
で
あ
る
が
、
序
文
末
の
「
北
村
季
吟
書
之
」
と
い
う
語
、
及
び

跛
文
に
見
え
る
「
子
時
正
徳
第
三
暦
仲
春
」
の
年
記
が
削
除
さ
れ
て
い
る
事
も
、
蛇
足
な
が
ら
記
し
て
お
く
。
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附
記

6
 
5
 
4
 
3
 

2
 「
近
世
に
お
け
る
重
板
・
類
板
の
諸
問
題
」
（
『
近
世
初
期
文
学
と
出
版
文
化
』
所
収
。
平
成
十
年
刊
、
若
草
書
房
）
あ
り
。

恐
ら
く
所
謂
天
下
の
孤
本
で
あ
ろ
う
か
ら
、
も
少
し
詳
し
く
書
誌
を
記
し
て
お
こ
う
。
本
書
は
天
理
図
書
館
蔵
。
大
本
一
巻
一
冊
写
。
墨
付
五

十
五
丁
。
茶
色
雷
文
繋
ぎ
模
様
表
紙
（
原
装
）
。
題
策
は
「
班
反
古
」
（
原
装
。
金
地
木
目
模
様
、
表
紙
左
肩
貼
付
）
。
内
題
に
は
「
し
ら
ず
よ
み

の
斑
反
古
」
と
あ
る
。
内
題
下
に
「
俗
沙
弥
鬼
舟
子
閑
寿
集
」
と
署
名
。
最
終
丁
表
に
「
享
保
九
年
服
月
日
」
と
墨
書
。
内
容
は
閑
寿
自
詠
歌
の

外
、
若
干
の
贈
答
歌
を
含
め
て
約
三
百
首
が
収
ま
る
。
猶
、
本
書
は
佐
佐
木
信
網
旧
蔵
本
に
て
、
『
竹
柏
園
蔵
書
志
』
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿
「
『
徒
然
草
大
全
』
の
到
達
点
」
（
「
雅
俗
」
五
•
平
成
十
年
一
月
）
。

先
掲
小
川
武
彦
「
年
譜
」
、
『
俳
文
学
大
辞
典
』
（
角
川
書
店
・
平
成
七
年
）
「
鷺
水
」
の
項
（
同
氏
執
筆
）
等
参
照
。

三
之
の
伝
、
及
び
信
綱
以
後
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
松
本
節
子
「
木
瀬
三
之
研
究
序
ー
そ
の
詠
歌
ー
」
（
「
あ
け
ぼ
の
」
一
七
ー
三
・
昭
和

五
十
九
年
）
に
簡
潔
に
繍
め
ら
れ
る
所
。

但
し
、
一
っ
だ
け
臆
断
を
加
え
て
お
く
。
『
し
ら
ず
よ
み
の
歌
反
古
』
詞
書
の
中
に
、
「
子
の
法
橋
宗
哲
に
」
云
々
と
い
う
記
述
が
見
え
る
。

こ
の
法
橋
宗
哲
と
は
、
正
徳
三
年
板
『
良
医
名
鑑
』
に
「
法
眼
村
上
宗
柏
門
人
法
橋
奈
良
宗
哲
二
條
通
御
幸
町
角
」
と
あ
る
人
物
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
著
『
医
門
俗
説
弁
』
（
享
保
十
四
年
刊
）
に
外
姪
、
芥
脩
の
序
が
あ
り
、
そ
こ
に
奈
良
氏
の
家
系
を
語
っ
て
い
る
が
、
宗
哲
の
父
の
事

に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
。
し
か
し
興
味
深
い
の
は
そ
の
住
所
で
、
元
禄
四
年
刊
『
誹
諧
京
羽
二
重
』
に
よ
れ
ば
、

青
木
鷺
水
も
「
御
幸
町
通
二
條

上
ル
町
」
に
住
居
を
構
え
て
い
た
と
い
う
か
ら
、
も
し
こ
の
二
人
が
同
時
に
御
幸
町
二
条
辺
り
に
居
住
し
て
い
た
頃
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
宗
哲

と
鷺
水
は
互
い
に
面
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
鷺
水
の
宝
永
二
年
刊
『
和
漠
故
事
要
言
』
の
板
元
で
あ
る
上
村
四
郎
兵
衛
が
、

翌
年
閑
寿
の
宝
永
三
年
刊
『
兼
好
諸
国
物
語
』
を
出
し
て
い
る
事
な
ど
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
宗
哲
の
存
在
が
、
全
く
繋
が
ら
な
い
閑
寿
と
鷺
水

と
の
関
係
に
何
ら
か
の
補
助
線
を
引
き
得
る
可
能
性
は
あ
る
。

本
稿
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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